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研究成果の概要（和文）：国立代々木競技場の世界遺産登録を目指すにあたりCMP（保全管理計画）の作成が不
可欠となる。その際、代々木競技の改修履歴の整理、および代々木競技場の特異性を明らかにするための研究成
果を積み上げが必要になる。前者について、研究代表者は代々木競技場の改修履歴を追跡しながらCAD図面上に
プロットを行った。後者について、研究代表者は代々木競技場の実施設計に関する資料調査、代々木競技場と類
似施設の比較研究などを行った。こうした成果は『国立代々木競技場と丹下健三』、『Yoyogi National 
Gymnasium and Kenzo Tange』（いずれもTOTO出版）を上梓した。

研究成果の概要（英文）：The preparation of a CMP (Conservation Management Plan) for the Yoyogi 
National Stadium is indispensable in order to have it inscribed on the World Heritage List. It is 
necessary to organize the renovation history of Yoyogi stadium and to accumulate research results to
 clarify the uniqueness of the Yoyogi stadium. For the former, the Principal Investigator plotted 
the renovation history of Yoyogi stadium on CAD drawings while tracing its history. For the latter, 
the principal investigator conducted a survey of materials related to the design of the Yoyogi 
stadium and a comparative study of the Yoyogi stadium and similar facilities. These results were 
published in “Yoyogi National Gymnasium and Kenzo Tange” published by TOTO Publishing.

研究分野： 歴史意匠
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果は以下の国際シンポジウムにて活用された。代々木競技場の世界遺産登録に向けたシンポジウム（登壇
者：槇文彦・隈研吾・後藤治、六本木アカデミーヒルズ、2021年9月2日）、「国立代々木競技場世界遺産登録推
進国際シンポジウム」（2023年11月19日開催、東大安田講堂）、「Keeping It Modern Planning Grant, Getty 
Foundation, Taiwan Convening 2023」（2024年2月21-26日）。特にTaiwanでは、米・豪・チリ・日本・台湾・
トルコ・伊の専門家が各国の近代建築のCMP立案方法について１週間にわたって集中討議できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2017 年 12 月、国立代々木競技場は日本イコモス国内委員会が選定する「日本の 20 世紀遺産２
０選」の一つに選出され、「大規模空間建築の傑作 」と評価された。現在、建築家の槇文彦氏ら
を中心として、同競技場を国の重要文化財に指定し、世界遺産に登録する運動が進められている。
今後、同競技場を世界遺産に登録するためには、これがいかに設計され、いかに改修され、今後
どのように保全するのか、国内外に示す必要がある。 
地域資源の利活用やオリンピックのレガシーが叫ばれる中、それを実現する手段として近代建
築の保全管理計画を適切に立案することが極めて重要であり、同競技場がその先駆的事例とな
り得る、と考える。 
 
２．研究の目的 
応募者は日本スポーツ振興センターがゲティ財団に応募し当選した「リビング・ヘリテッジとし
ての国立代々木競技場の保全管理計画策定プロジェクト」（2018.01-2019.06）に参画した。この
プロジェクトは国立代々木競技場の世界遺産登録を目指すための基礎調査に位置付けられるが、
時間が不足し、完成した報告書はシドニーオペラハウスの保全管理計画に比して至らない箇所
が散見される。2022 年度までに国立代々木競技場の世界遺産暫定リスト入りが期待されるが、
本研究はそれまでに保全管理計画立案の完成を目指し、①20 世紀に建設された大規模空間建築
の発展過程・相互影響関係を明らかにすること、②今後の国立代々木競技場の保全管理を円滑に
進めるための改修工事履歴の情報基盤構築、を目的とする。 
 
３．研究の方法 
科研費応募段階では、目的①を遂行すべく、二つの課題（50-60 年代日本の大規模空間建築の多
様性と国立代々木体育館への影響を把握、50-60 年代世界各地の大規模空間建築の多様性と国立
代々木体育館への影響を把握）を設定した。 
また、目的②を遂行すべく、二つの課題（国立代々木競技場改修工事履歴を年代別に平面図に落
としこみ（CAD）、国立代々木競技場改修工事履歴に即した仕上げ変遷リストの作成）を設定した。 
 
４．研究成果 
2019 年度には代々木競技場の実施設計に関する資料調査を行い、研究成果は日本建築学会技術
報告集に掲載された。また、代々木競技場に先立って丹下が設計した愛媛県民館（1953 年竣工、
直径 50m 平面の球殻型 RC 造シェル）の設計過程を分析し、1950 年代の日本におけるシェル技術
の発展過程の一端を明らかにした。研究成果は日本建築学会技術報告集に掲載された。 
2020 年度には同時代に建設された大空間建築（駿府会館、香川県立体育館）との比較を行うと
同時に、代々木競技場の空調衛生設備に関する実施設計図面の調査を行った。 また、国立代々
木競技場が設計される以前の、1950 年台に丹下が取り組んだデザインの特徴と海外における評
価を明らかにするために、丹下自邸の設計プロセス、丹下が初めて渡欧した際の履歴についても
調査を行った。これらの成果は日本建築学会計画系論文集、同技術報告集に掲載された（「国立
代々木競技場と香川県立体育館の設計プロセスに関する比較研究」、「駿府会館の設計・施工プロ
セスに関する研究」、「早稲田大学建築学教室本庄アーカイブズ所蔵国立屋内総合競技場空調衛
生設備実施設計図書」、「丹下健三と CIAM 第 8 回会議関係者との応答書簡」、「丹下健三自邸の設
計プロセスに関する研究」）。 
 2022 年度には世界各国の近代建築（特に大空間建築）に関する CMP がどのように記述されて
いるかについて調査し、建築学会技術報告集に投稿した（ゲッティ財団 KEEPING IT MODERN プロ
ジェクトの類型学的研究 その１：大空間建築）。フランスにおける丹下作品を中心とした日本近
代建築評価について、フランスで出版された建築系雑誌を調査し、建築学会技術報告集に投稿し
た（戦後日本建築の評価に関する資料調査（その１）：丹下健三と仏編集者の応答書簡）。 また、
国立代々木競技場と同時代に建設され、HP シェル屋根構造を有する駒沢体育館の設計プロセス
についても調査し、設計者である芦原義信と丹下健三の差異について分析を行った。この成
果を建築学会計画系論文集に投稿した（駒沢公園体育館と中央広場の設計プロセスに関す
る研究）。 
最後に研究成果の学術的意義や社会的意義に触れると、上述の研究成果は以下の国際シン
ポジウムにて活用された。 
 
「代々木競技場の世界遺産登録に向けたシンポジウム」（登壇者：槇文彦・隈研吾・後藤治・
豊川斎赫、2021 年 9 月 2 日、六本木アカデミーヒルズ） 
「国立代々木競技場世界遺産登録推進国際シンポジウム」（登壇者：シェリダン・バーク・
ケンタダシ大島・河野俊行・隈研吾・川口健一・長谷見雄二・豊川斎赫ほか、2023 年 11 月
19 日開催、東大安田講堂）、 
「Keeping It Modern Planning Grant, Getty Foundation, Taiwan Convening 2023」



（2024 年 2 月 21-26 日、Taiwan, Tunghai University）。 
 
これらのシンポジウムに合わせて『国立代々木競技場と丹下健三』、『Yoyogi National 

Gymnasium and Kenzo Tange』（いずれも TOTO 出版）を上梓した。 
また、Taiwan Convening 2023 では、環太平洋に立地する国々（アメリカ・オーストラリ
ア・チリ・日本・台湾）やトルコ、イタリアの専門家が集合し、各国の近代建築に対しどの
ような CMP が立案されているかを１週間にわたって集中討議できた。また最終日には丹下
が台湾で設計した聖心女子大学キャンパスを見学し、当該建物の特質について有意義なデ
ィスカッションが行われた。 
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